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SIDS in HPV programme & CCAP 

SIAM 14, 26/03/2002 

初期評価プロファイル（SIAP） 

 

水酸化ナトリウム  

物 質 名 ：Sodium hydroxide    

化 学 式 ：NaOH  

CAS No.：1310-73-2                         

  

勧告 

本物質は現在の所、追加の研究の優先度が低い。  

  

SIAR 結論の要旨 

 

ヒトの健康  

固体の水酸化ナトリウム(NaOH)は腐食性がある。濃度に依存して、NaOH 溶液は非-刺激性、刺激性、ま

たは腐食性があり、それらは皮膚、眼、並びに胃腸管に直接的な局所影響を引き起こす。ヒトのデータに基

づくと、0.5-4.0%の濃度は皮膚に刺激性があり、一方、8.0%の濃度は動物の皮膚に腐食性があった。眼の刺

激データは動物について入手できる。非-刺激レベルは 0.2-1.0%であり、一方、腐食性濃度は 1.2%またはそ

れより高かった。ヒトの有志による試験は、水酸化ナトリウムの皮膚感作性を示さなかった。これは広範囲

のヒトの経験により支持される。  

 

NaOH の急性毒性は物理学的形態（固体または溶液）、濃度、並びに用量に依存している。致死量は 240 及

び 400mg/kg 体重の経口用量で動物について報告されている。致死摂取及び致死皮膚ばく露がヒトについて

報告されている。  

 

経口、皮膚、吸入、または他の経路による NaOH の反復ばく露毒性試験の有効な動物データは入手でき

ない。しかしながら、正常な取扱い及び使用状態（非-刺激性）の下では、血液中のナトリウム濃度も血液 pH 

も増加せず、NaOH は全身的に影響を及ぼすとは考えられない。本物質は胎仔に達しないし、雄及び雌の生

殖器官にも達しないだろう。それは、発生毒性リスクもなく、生殖毒性リスクもないことを示している。in 

vitro及びin vivoの遺伝毒性試験はいずれも変異原活性の証拠を示さなかった。  

 

入手できる文献に基づいて、固体の NaOH、あるいは刺激または腐食性のある NaOH 溶液への事故的及

び意図的ばく露のリスクがある。ほとんどの摂取事故は子供に関係があり、家庭で発生すると思われる。事

故的な皮膚及び眼のばく露は医学文献で報告される摂取よりもより少ない頻度であると思われる。吸湿性特

性のために塵埃形成はありそうもない。更に、NaOH の蒸気圧は大変低く、二酸化炭素により大気中で迅速

に中和され、塵埃及び蒸気ばく露は予想されない。  

  

環境  

NaOH の環境に対する有害性は水酸イオンにより引き起こされる(pH 影響)。この理由のために、生物に
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対する NaOH の影響は水生または陸生生態系の緩衝能力に依存している。水生生物に対する急性毒性の変

動も、試験媒体の緩衝能力の変動によりかなりの範囲で説明することが出来る。水生生物を用いた急性毒性

試験の LC50値は 33 と 189mg/L の間の範囲であった。  

 

緩衝力、pH、並びに pH の変動はある生態系に非常に特異的であるので、PNEC または PNECadded を算

出することは役立つとは考えられなかった。NaOH 放出の潜在的環境影響を評価するために、受容水の pH 

変化を計算、または測定し、受容水の pH における自然の変動と比較すべきであり、この比較に基づいて、

pH 変化が満足できるものであるか否かを評価すべきである。  

 

NaOH の使用は NaOH の放出を結果的に生じ、水生環境における pH を局所的に増加させる。しかし

ながら、流水の pH は頻繁に測定され、更に容易に中和されるために、受容水の pH の著しい増加は予想

されない。もし、廃水の排出が、受容水の緩衝力及び自然環境の pH に対して適切な pH 限界値及び希釈

により管理されているのであれば、NaOH の生産または使用による水生環境に対する有害影響は考えられな

い。  

 

NaOH の使用から生じる水系への放出ナトリウムは恐らく他の発生源に比較して小さい。ナトリウムの環

境有害性評価はナトリウムの自然的及び人為的発生を評価するだけでなく、ナトリウム塩についても生態毒

性試験等を評価するべきであるが、それはこの報告の範囲を超えていることである。  

  

ばく露  

NaOH の世界的な推定需要量は 1999 年において 4400 万トン(NaOH 100%)であった。地球的な需要は 

3.1%/年で増加することが予想される。  

 

NaOH は固体または様々な濃度の溶液として商業化されている。もし、濃度が、20℃で水溶解度の最高濃度 

52%（重量）よりも高かければ、NaOH は凝固する。NaOH は多くの工業用途があるが、更に広範囲な用途

もある。例えばクリーニング、消毒、木材処理、並びに家庭での石鹸の作製に用いられ、広く使われている。  

  

勧告された今後の研究の特徴 

環境及びヒトの健康 

事故的ばく露の予防を含め、ヒト及び環境影響を避けるために充分な管理対策が施されていれば、今後の

研究は勧告されない。  

 

本物質は腐食性があるので、今後の試験は SIDS 計画に基づいて要求されない。  

 

欧州連合において、リスクアセスメントは理事会規制 793/93 に従って実施されるだろう。   

 

［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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